· 佐賀大学学位規則（抜粋）
（博士の学位授与の要件）
第６条　博士の学位は，本学大学院の博士課程を修了した者又は本学大学院の博士課程の後期３年の課程（以下「博士後期課程」という。）を修了した者に授与するものとする。
（学位の申請）
第７条
２  第６条第１項に規定する学位の授与を受けようとする者は，学位申請書（別紙第２号様式）に博士論文（学位論文），論文目録（別紙第４号様式），博士論文（学位論文）の要旨及び履歴書を添え，研究科長を経て，学長に提出しなければならない。
（最終試験）
第１２条　最終試験は，第7条第1項及び第2項の規定により申請のあった者に対し，博士論文（学位論文）の審査を終えた後，博士論文（学位論文）を中心として，これに関連のある科目について筆記又は口述により行うものとする。
（審査結果の要旨の報告）
第１６条　審査員は，第７条第２項の規定により申請のあった者の博士論文（学位論文）の審査及び最終試験を終了したときは，その結果の要旨を速やかに研究科委員会等に報告するものとする。
３　前項の報告は，文書をもって行うものとする。


· 佐賀大学大学院工学系研究科（博士後期課程）における課程修了による学位の授与に関する取扱要項（抜粋）
（事前審査）
第１条の２　学位規則第６条第１項に規定する学位の授与を受けようとする者は，学位の申請を行う前に，学位を申請するに足る資格を有するか否かについての資格審査（以下「事前審査」という。）を受け，その審査に合格しなければならない。
２　事前審査を申請できる者は，所定の期間以上在学し，所定の単位を修得した者又は修了予定日までに所定の期間以上在学し，所定の単位を修得見込みの者とする。
４　事前審査における審査員は，学位の授与を受けようとする者に博士論文の草稿を提出させ，当該博士論文の草稿の内容その他資料等に基づき，学位の授与を受けようとする者の研究内容等について審査を行うとともに，学位の授与を受けようとする者を主著者とする原著論文が審査制度のある外国又は国内の学会誌等に１編以上印刷されているか，又は受理されていて，博士論文の草稿がこれらの原著論文に基づいていることを確認する。
（博士論文公聴会）
第４条　審査員は，博士論文審査の一環として，博士論文の公聴会を開催しなければならない。
２　公聴会の日程等は，開催日の1週間前までに公示するものとする。
（最終試験の通知）
第５条　審査員は，学位規則第１２条に規定する最終試験の内容，方法及び期日等を定め，これを実施日の１週間前までに学位を申請した者に通知するものとする。
（博士論文の審査及び最終試験）
第６条　審査員は，博士論文の審査及び最終試験を実施する。ただし，審査員のうち第３条第３項に規定するものについては，研究科教授会が別に定める方法によることができるものとする。
２　審査員は，博士論文の審査にあたって，博士論文が新しい重要な発見を含むか，又は独創性のある新しい理論若しくは実験に基づいていることを確認する。
３　審査員は，博士論文の審査にあたって，研究指導実施報告書にもとづき研究指導が適切に行われていることを確認する。
[bookmark: _GoBack]４　審査員は，最終試験に当たって，博士論文を中心として，これに関連のある科目について筆記又は口述により行うものとする。
（博士論文の審査及び最終試験結果の報告）
第７条　審査員は，博士論文の審査及び最終試験が終了したときは，第５条第２項で用いた研究指導実施報告書を添付の上，博士論文審査及び最終試験結果報告書を研究科長に提出するものとする。

